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・課 題 ︓木造率が約78%と高い大分で、築10年以上の防蟻未実施率84%、築30年以上の被害率
5割超は深刻。震災全壊家屋の8割に白蟻被害が確認されており、倒壊リスク防止は急務

・解決策︓大気中デブリのPCR判定と外観AI画像判定による科学的点検で消費者の行動変容を促進。
介入が必要な高リスク物件のみに専門家をピンポイント投入する仕組みへ転換する
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・築10年以上で84％が白蟻対策未実施
・築30年で約半数が白蟻被害に直面。
・震災全壊家屋の80％に腐朽・蟻害

『白蟻が奪う耐震性』︓目に見えないが蟻被害は、建物数兆円規
模の地域経済損失（震災時の倒壊）に直結する。
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